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内容要旨
［背景］有症候性の発作性心房細動（AF）に対して。カテーテノレアプレーシ
ョンによる肺静脈隔離術（pulmonaryvein isolation: PVI)が行われてい
る。術後の AF再発率は 30%前後と報告されているが AFの検出方法は同
ーではない。術後3ヶ月以内をblankingperiodとして再発検討期間から
除外する報告もあるが、 3ヶ月以内の早期再発と慢性期再発との関連は明
らかになっていない。長時間のモニタリングが可能で自動検出機能付きの
体外式ノレープレコーダー（ExternalLoop Recorder:ELR-AUTO）を用い、 AF
の再発と自覚症状との関連及び早期再発と慢’性期再発について検討した。
［方法］当院で PVI後の患者 53症例（男性 41例、女性 12例、平均年齢
61. 6± 12. 6）に術後 3ヶ月以内に ELR-AUTO(SpiderFlash-t、Sorin社）を
1-2週間装若し症状の有無と AFの早期再発について検討した。術後 6ヶ
月以降の再発を慢性期再発と定義し、早期再発と慢性期再発の関連及び早
期再発と自覚症状の有無を検討した。
［結果］ 53症例において 20例（37.8何）に早期再発を認め、 33例（62.2国）
は早期再発を認めず、これら 2群聞の聞では背景には有意差はなく、早期
再発の予測因子は不明であった。早期再発を認めない 33例において慢性
期再発例は l例（1.8見）のみであり、早期再発を認めた 20例において慢性
期再発例は 7例で、あった。 ELR-AUTOによる早期再発の評価は慢性期再発
に対し感度 87.5%、特異度 71.1%、陽性適中率 35.0潟、陰性適中率96.9国
であった。
また ELR-AUTOにより検出された白覚症状を有するイベントは 393イベン
トあり、そのうち 177イベント（46国）は洞調律、 88イベント（22出）、 47イ
ベント（12出）は心房細動、 37イベント（9弘）は心室性期外収縮、 43イベント
(11%）は判読不能であった。自覚症状を有さない自動検出は 5728イベント
認め、 2374イベント（42対）は判読不能、 1445イベント（25%）は心房細動、
1349イベント（24出）は心房性期外収縮、 270イベント（5切）は心室性期外収
縮であった。 53症例における全記録で AFは 1492回記録されていたが、
症状を有する AFは47(3.2百）回のみで、あった。
【結語］ ELR-AUTOによる AF再発の検出は有用であると考えられた。また
早期再発を認めない症例では慢性期に再発を認めない可能性が示唆され
た。
